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事業概要01
最中・ドリンクラインを中心とした独自AIによる画像照合システムの開
発。
【正常】【異常】等の様々な画像をAIに学習させ、製品や生産状況の画
像と照合することで、不良品や生産ラインの異常を検知するシステム。
これにより、労働環境改善、品質向上、多量不良防止、省人化による人
材不足解消を目指した。

実施内容02
①AI外観検査装置開発
・正常品と異常品の画像を取り込み、流れてくる製品と照合すること
で異常品を見分けるAIシステムを開発した。

・併せて、異常品発生をモニターに表示する仕組みを構築した。

②生産状況AIモニタリングシステムの開発
・カメラで生産ラインの異常（つまり等）を検知し、異常発生前１分
間の画像を保存。異常発生を管理者にメールで通知およびスピー
カーでアラートが鳴る仕組みを構築。

・他ラインへの展開（2ライン→12ライン）
・大福など他カテゴリー製造ラインへの展開
・不良品除去装置の開発および本システムとの連動
・省人化、人材不足解消の加速
・秒間3個（大福検証③）の検出精度の向上

〇【ドリンク】検証①
Webカメラの映像を異常検知AIライブラ
リを使ってリアルタイムに解析し、異常
発生時に告知をする。

〇【最中】検証②
マッチングによって設備の１サイクルを
検出し、サイクルごとにレーン上の最中
の有無を確認して告知する。また、トレ
イ上の最中の有無を検出することで、使
い切り時の告知を止めている。

▲【大福】検証③
秒間３個流れる大福を動体検知で切り出し、画像処理して異常を検出
する。検出精度が課題。


